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1. はじめに

カーネーションといえば母の日を連
想する人も多いだろう。実際にカー
ネーションの鉢花（ポットカーネー
ション）は，母の日のプレゼント用と
して栽培・出荷されており，母の日を
過ぎると市場から姿を消す。お彼岸に
はキク，クリスマスシーズンにはポイ
ンセチアなど，風物詩となる花卉は多
いが，ポットカーネーションほど期間
限定で目的に特化した花卉は珍しい。
国の統計調査においてポットカーネー
ションは他の鉢植えの花卉とともに一
括して「鉢もの類」として扱われるた
め，その生産量の把握が難しい。主要
な卸売業者を対象にした 2011 年の花
き流通動向調査（市村 2013）をもと
に推計した生産量は 823 万鉢であっ
た（岸本ら 2015）。その後，鉢もの
類全体の生産量は約 40％減少してい
ることから（農林水産省花き生産出荷
統計 2024），近年のポットカーネー
ション生産量は 400 ～ 600 万鉢程度
と予想される。

カーネーション（Dianthus caryophyllus）
の種小名である caryophyllus は， ス
パイスのクローブを意味する（Way 
2016）。これを記載したカール・フォ
ン・リンネは，クローブ様のスパイシー
な香りをカーネーションの注目すべき
形質と考えたのだろう。しかし筆者は，
近年の切り花用カーネーションは，芳

香族化合物の安息香酸メチルを基調と
したフルーティな香り（安息香酸メチ
ル系）が多く，クローブを彷彿とさせ
るオイゲノールを基調とした香り（オ
イゲノール系）は希少であることを
本誌で紹介した（岸本 2021）。また，
切り花用のカーネーション（以後，切
り花カーネと記述）と比較してポット
カーネーション（以後，ポットカーネ
と記述）は香りが多様であることにつ
いても触れた。今回は，ポットカーネ
の香りにスポットを当て，その特徴を
概説するとともに，ポットカーネの香
りのアンケート調査結果や，香りを訴
求した試験販売の取り組みについても
紹介する。

2. カーネーションの香りを
知る

2-1. 香りの強さと香りの発散量・
組成の関係

花の香りの強さは花から放出される
香りの量に依存していると考えられ，
香りの量を定量化すれば，この値を参
考に花の香りの強弱を評価できると予
想される。一般に植物の化合物の含量
は，新鮮重 1 グラム当たりの量で測定・
比較されることが多く，1 花当たり，
1 葉当たりといった基準で比較される
ことはあまりない。理由の一つは，前
者の基準には濃度の情報も含まれてお
り，化合物の生理学的な作用なども考

察しやすいからであろう。
図 -1 は，カーネーション 6 品種の切

り花の香りの発散量と香りの官能評価
を比較したものである。青のカラムは
香りの発散量であり，A は新鮮重 1 グ
ラム当たりの発散量（nmol h-1/g FW）
を B は 1 花当たりの発散量（nmol h-1/
flower）を示している。赤のカラムは
香りの強さを 4 段階（よく香る・香る・
あまり香らない・香らない）で評価し
たときに「よく香る or 香る」と評価
した人の割合，すなわち香りがあるこ
とを肯定的に評価した人の割合である。
また，青と赤のカラムにはそれぞれの
順位も付してある。この順位に着目す
ると，1 花当たりの発散量の順位と「よ
く香る or 香る」と評価した人の割合の
順位がよく一致する。従って，カーネー
ションの花の香りの強さの評価では，
新鮮重 1 グラム当たりの発散量ではな
く，1 花当たりの発散量を参考にする
ことが適切と考えられる。

同様な調査をポットカーネでも実施
した。図 -2 は，鉢全体に咲く花の香
りの総発散量，すなわち 1 鉢当たり
の発散量（nmol h-1/pot）と 1 花当た
りの発散量（nmol h-1/flower）の平
均値を比較したものである。その結果，

「よく香る or 香る」と評価した人の割
合の順位とよく一致したのは 1 花当
たりの発散量の方であった。この結果
は何を意味するだろうか。例えば鉢全
体が満開の品種 A とまばらに開花し
た品種 B があったとする。鉢全体の
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※ English  title
  The scent of potted carnations: its characteristics and appeal
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図 -2　ポットカーネーションの香りの発散量と香りの官能評価結果の比較
A，各品種における 1 鉢当たり 1 時間の発散香気成分量（nmol h-1/pot：青のカラム）と香りを 4 段階（よく香る・香る・あまり香らない・香ら
ない）で評価したとき「よく香る or 香る」と回答した人の割合（赤のカラム）の比較。B，各品種における 1 花当たり 1 時間の発散香気成分量（nmol 
h-1/fl ower：青のカラム）の平均値と「よく香る or 香る」と回答した人の割合（赤のカラム）の比較。発散量と「よく香る or 香る」と回答した人
の割合の順位をそれぞれ青字と赤字で示す。（岸本ら 2015 のデータをもとに作成）

図 -1　切り花カーネーションの香りの発散量・組成と香りの官能評価結果の比較
A，各品種における生体重 1 グラム当たり 1 時間の発散量（nmol h-1/g FW：青のカラム）と香りの強さを 4 段階（よく香る・香る・あまり香らない・
香らない）で評価したときに「よく香る or 香る」と評価した人の割合（赤のカラム）の比較。B，各品種における 1 花当たり 1 時間の発散量（nmol 
h-1/fl ower）と「よく香る or 香る」と回答した人の割合の比較。C，パネル B の青のカラムの香気成分組成を示す。発散量と「よく香る or 香る」
と回答した人の割合の順位をそれぞれ青字と赤字で示す。評価者は 2012 年の農研機構一般公開（つくば市）に来場した一般人の内，切り花の香り
の官能評価試験の参加に同意した 30 人。
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香りの発散量は A が高く，個々の花
の香りの発散量は B が高かった場合，
香りの強さにおいては花数が少なくて
も B が高く評価されることが多いと
いうことである。ポットカーネの香り
を嗅いでいる人を観察すると，体をか
がめて鼻孔の照準を一つの花に合わせ
ている（図 -3）。このことからも個々
の花の香りの強さが重要なことが伺え
る。従って，ポットカーネにおいては，
開花数が少なくても個々の花がしっか
りと香れば，その品種の香りは高く評
価されると考えられる。

しかし，香りの強さには香りの量（1
花当たりの発散量）だけでなく質（香
気成分組成）も関係している。再び図
-1 の中段のグラフ（B）を見て欲しい。
1 位と 2 位の結果を比較すると，赤の
カラム（「よく香る or 香る」と回答
した人の割合）の差は小さいが，青の
カラム（1 花当たりの発散量）の差は
大きい。この理由を下段の図（C）で
考察する。C は B の青のカラムの香
気成分組成を示したものである。1 位
と 2 位の香気成分組成を比較すると
1 位は安息香酸メチルが多く，2 位は

オイゲノールが多い。オイゲノールは
安息香酸メチルよりも嗅覚閾値が低い
という特徴がある（Burdock 2010）。
嗅覚閾値とは，人が嗅ぎ分けられる最
小の濃度とされる値で，嗅覚閾値が低
い香気成分ほど薄い濃度でも香りを感
知できる。従って，1 位と 2 位の 1 花
当たりの発散量の差は大きかったが，
2 位は嗅覚閾値が低いオイゲノールを
多く含むことによって香りが強く感
じられ，「よく香る or 香る」と回答
した人の割合においては 1 位との差
が小さかったと推定される。これは 1
花当たりの発散量が同等であっても，
含まれる香気成分の嗅覚閾値に差があ
る場合は，香りの強さは同等ではなく
なることを意味している。

図 -4 はオイゲノール系のポット
カーネの 1 花当たりの香りの発散量
の平均値を測定した結果で，発散量の
低い株から順に並べたものである。ア
スタリスクは香りの 4 段階評価（よ
く香る・香る・あまり香らない・香ら
ない）において「よく香る or 香る」
の回答が 70% を超えた発散量を示し
ている。筆者らは，約 70％（正規分

布において，平均値を中心とした標準
偏差の領域）の人が「よく香る or 香る」
と評価した花は，概ね「香る花」と評
価しても良いのではないかと考えた。
この筆者らが定めた基準に従えば，オ
イゲノール系では「香る花」としての
条件を満たす発散量の下限は 7 nmol 
h-1/fl ower 付近である（図 -4）。

これと同様な検討がオイゲノール系
以外の香りのタイプにおいても実施さ
れた。例えば安息香酸メチル系で得ら
れた値は約 14 nmol h-1/fl ower であ
り，「香る花」としての条件を満たす
ためにはオイゲノール系の約 2 倍の
発散量が必要なことが示唆された（岸
本ら 2019）。筆者はこれらの値を指
標にカーネーションの香りの持続期
間の推定や，香りの保持に適した管
理方法を検討した（Kishimoto 2021, 
2022）。これについては以前に本誌で
紹介したので興味のある方は参照され
たい（岸本 2021）。

2-2. 香りの感じ方

一般に，オイゲノール系カーネー
シ ョ ン の 香 り は「 ス パ イ シ ー」 と

図-3

図 -3　 ポットカーネーションの香りを嗅ぐ
人の様子

2014 年の農研機構一般公開（つくば市）。

図 -4　 オイゲノール系カーネーションにおいて「よく香る or 香る」の評価が 70％を超えた香り
の発散量

アスタリスクは，香りの強さを 4 段階（よく香る・香る・あまり香らない・香らない）で評価し
たとき，「よく香る or 香る」の評価が 70％を超えた発散量。（岸本ら 2015 をもとに作成）
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一般に，オイゲノール系カーネー
シ ョ ン の 香 り は「 ス パ イ シ ー」 と

図-3

図 -3　 ポットカーネーションの香りを嗅ぐ
人の様子

2014 年の農研機構一般公開（つくば市）。

図 -4　 オイゲノール系カーネーションにおいて「よく香る or 香る」の評価が 70％を超えた香り
の発散量

アスタリスクは，香りの強さを 4 段階（よく香る・香る・あまり香らない・香らない）で評価し
たとき，「よく香る or 香る」の評価が 70％を超えた発散量。（岸本ら 2015 をもとに作成）
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表 現・ 分 類 さ れ る（Ghozland and 
Fernandez 2013, 吉田 2000）。しか
し，われわれはカーネーションの香り
を実際にはどのように感じるのだろう
か。表 -1 はポットカーネの主要香気
成分，主要香気成分の香りのタイプ（香
調），およびポットカーネの香りを嗅
いだ人の香りの所感を比較した結果で
ある。

品種「ドゥルカル」はオイゲノール
系である。しかし，500 人中でスパ
イシーと回答した者は 3 人（約 0.6％）
であった。所感にはスパイスを意味す
る「香辛料」のワードや「コショウ」
などのスパイスのワードも散見され
た。これらの回答者にとって「ドゥル
カル」の香りはスパイスと関連付けら
れる香りであったことが伺える。しか
し，「ドゥルカル」の香りは「青臭い（約
10%）」あるいは「甘い（約 8%）」香
りとして認識されることが多いようで
ある。

他の特徴として，「つんとする（11
人）」，「きつい（9 人）」，「強い（8 人）」，
あるいは「刺激（4 人）」など，刺激
性のある香りと推定されるワードが多
い傾向が見られた。オイゲノールの香
りは「strong（強い）」や「pungent

（辛い）」と形容されることもあり
（Burdock 2010），今回の結果はこれ
を反映しているように見受けられる。
また，「薬（9 人）」や「歯医者（2 人）」
などのワードは，オイゲノールが鎮痛
剤として歯の治療に利用されているこ
とと関連していると思われる（Herz 
2007）。

品種「バンビーノ」と「マジカル
チュチュパープルアロマ」は芳香族化
合物のイソオイゲノールを基調とし
た香りである。アンケート回答者の
20％強が香りの所感において「甘い」
のワードを使用しており，これはイソ
オイゲノールの香調であるスィートと
一致する。またこれらの香りは回答者
の 20％前後にバニラ様の香りとして
も認識されていた。オイゲノールを多
く含む品種「ドゥルカル」と「ミルク
ライラックピンク」においても「バ
ニラ」のワードは比較的頻出してい
た（それぞれ約 4％と 8％）。本来の
バニラの香りは芳香族化合物のバニリ
ンによるが，バニリンとオイゲノール
類は化学的に非常に近似した構造であ
る（Converti et al. 2010）。また嗅覚
においては，オイゲノール類の認識に
関わる嗅覚受容体がバニリンに対して
も応答することが知られている（Ihara 
et al. 2025）。ポットカーネでは，オ
イゲノール類の割合が高い香りは，バ
ニラの香りとして認識される場合があ
り，イソオイゲノールは特にその作用
が高いと考えられる。

品種「ミルクライラックピンク」の
香りは，オイゲノールの他に，多様な
香調をもつサリチル酸メチルを多く含
むのが特徴である。香りの所感では

「甘い（13%）」と「バニラ（8%）」の
ワードが頻出し，これはサリチル酸メ
チルのスィートの香調と関連した。一
方，「青臭い（7%）」のワードも多く，
この特徴において甘いバニラ様の香り
であるイソオイゲノール系とは異なる

香りとして認識されていることが伺え
る。

品種「シャンテリー」の香りは，多
様な香調をもつベンジルアルコールと
バルサミックあるいはフローラルな香
調とされる安息香酸ベンジルを多く含
む。香りの所感では「甘い」のワード
が 23% と最も多く使用され，「花（5
人）」の割合も約 3％と他の香りより
も高かった。これらのワードは，ベン
ジルアルコールあるいは安息香酸ベン
ジルの香調であるスィートやフローラ
ルと一致する。また「バニラ」のワー
ドが使用されないことから，他のカー
ネーションとは甘さの質が異なること
が伺える。

イソオイゲノールやサリチル酸メチ
ルを基調とした香りのように，主要香
気成分の香調（スィート）と香りの所
感の頻出ワード（甘い）が一致する場
合もあるが，香気成分の香調と一般的
な香りの認識にはギャップも大きいよ
うに見受けられる。例えば，イソオイ
ゲノール系では「スパイシー」に関連
するワードがほとんど検出されなかっ
た。このような香調を使用してカー
ネーションの香りを描写すると，世間
一般のイメージとかけ離れた表現にな
る可能性がある。一方で頻出ワードと
香調を組み合わせることでより適切な
表現が可能となるかもしれない。例え
ばイソオイゲノール系の香りは，「バ
ニラ様の甘い香り」と表現すると一般
的な認識とよく一致するだろう。
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表−1　ポットカーネーションの香りの種類と香りのアンケート調査結果表-1 ポットカーネーションの香りの種類と香りのアンケート調査結果

品種
「香りをどのように感じましたか？（可能ならばお答えください）」の質問に
対する回答で2回以上登場したワード。赤字は主要香気成分の香りのタイ
プ（香調）と一致したワード。　青字は筆者が言及したワード。

ドゥルカル

バンビーノ

主要香気成分
香りのタイプ

（香調）※

オイゲノール
　スパイシー

青臭い（52人）・甘い（42人）・バニラ（20人）・つんとする（１1人）・きつい
（９人）・薬（9人）・臭い（８人）・強い（８人）・嫌な（5人）・分からない（5人）・
刺激（４人）・良い（４人）・カーネーション（３人）・草（３人）・好き（３人）・スパ
イシー（3人）・苦い（3人）・花（3人）・バラ（3人）・変な（３人）・香らない（2
人）・かすか（2人）・コショウ（2人）・さわやか（2人）・土（2人）・ツツジ（2
人）・独特（２人）・葉（2人）・歯医者（2人）・フローラル（２人）・ほのか（2人）・
虫（2人）

その他（各1人）
ウイキョウ・クローブ・クミン・香辛料・スターアニス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答者500人

イソオイゲノール
　スィート
　スパイシー
　フローラル

甘い（149人）・バニラ（131人）・青臭い（9人）・お菓子（6人）・花（5人）・う
すい（４人）・強い（４人）・草（3人）・さわやか（3人）・人工的（3人）・チョコ
レート（2人）・おいしそう（2人）・良い（2人）・はじめて（2人）・バラ（2人）・パ
ン（2人）・分からない（2人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答者54９人

甘い（46人）・青臭い（10人）・花（5人）・草（4人）・カーネーション（3人）・香
水（3人）・酸っぱい（3人）・自然な（2人）・感じない（2人）・さわやか（2人）・
すっきり（2人）・強い（2人）・匂わない（2人）・良い（3人）・分からない（2人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答者197人

アンケート参加者は、農研機構一般公開・大田市場花き品種品評会・豊明花き卸売市場花き品種品評会の来場者（岸本ら 2015）。
※アンケート調査に使用した花の香気成分をガスクロマトグラフ質量分析法によって分析し，検出・同定された主要香気成分を
　 Burdock 2010 と中島 １９９５に従って分類。

イソオイゲノール
　スィート
　スパイシー
　フローラル

甘い（90人）・バニラ（70人）・分からない（11人）・青臭い（9人）・良い（７
人）・花（6人）・お菓子（4人） ・やさしい（4人） ・草（3人）・好き（3人）・うす
い（2人）・おしろい（2人）・かすか（2人）・心地よい（2人）・強い（2人）・バラ
（2人）・ほのか（2人）

その他（１人）
クローブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答者４３９人

ミルク
ライラック
ピンク

サリチル酸メチル
　ミンティ・スィート
　スパイシー
　フェノリック

オイゲノール
　スパイシー

甘い（４４人）・バニラ（２９人）・青臭い（２５人）・分からない（７人）・さわやか
（５人）・香らない（4人）・草（３人）・花（３人）・良い（３人）・感じない（２人）・
薬（２人）・好きではない（２人）・バラ（２人）・ほんのり（２人）

その他（１人）
クローブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答者３５０人

ベンジルアルコール
　フルーティ
　スィート
　フローラル

安息香酸ベンジル
　バルザミック
　フローラル

シャンテリー

マジカルチュチュ
パープルアロマ
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3. 香りの特徴

3-1. 香りの多様性

図 -5 はカーネーション品種の香り
の香気成分組成を比較したものであ
る。香気成分組成は，花の開花ステー
ジによって変化するが，ここでは花の
香りが最も強い開花 2 ～ 4 日後の組
成を示している。図の右端は切り花
カーネの香りである。切り花カーネで
は，品種「コマチ」のような安息香酸
メチルを基調とした香りが一般的であ
る（岸本ら 2019）。この安息香酸メ
チル系の香りは，カーネーションの香
りの中で最も好まれる香りの一つであ
ることが，アンケート調査によって示

唆されている。切り花カーネでは，他
にも品種「ミルキーウェイ」や「シベ
リア」のように，オイゲノールを基調
とした香りやベンジルアルコールと安
息香酸ベンジルを多く含む香りなどが
知られている。

切り花カーネと比較するとポット
カーネの香りは多様であり，切り花と
同様な香りはポットカーネにも認めら
れる（図 -4）。ただし，切り花カーネ
に一般的な安息香酸メチル系の香り
は，ポットカーネでは希である。一方，
品種「バンビーノ」や「マジカルチュ
チュパープルアロマ」のようなイソオ
イゲノール系の香りは切り花カーネで
は見出されていない。他にもポット
カーネでは，品種「ミルクチェリーレッ

ド」や「メモリアルホワイト」のよう
に芳香族化合物のサリチル酸メチルや
フェニルアセトアルデヒドを基調とし
た香りも存在する（岸本ら 2015）。

切り花カーネの主要香気成分は芳香
族化合物であるが，ポットカーネでは
品種「ラファール」や「ローズベネッ
ト」のようにテルペノイドの割合が高
い香りも存在する。しかし，これらの
テルペノイドは，オイゲノール類と比
較して嗅覚閾値が高いため，香りは微
香である。また，脂肪酸誘導体を多く
含む香りも存在するが，その多くは，
植物の青臭みの原因物質である青葉ア
ルコールやその派生物が多く（岸本ら 
2015），花らしい心地よい香りとは少
し異なる。例外的に品種「ひなあら

図 -5　カーネーションの香りの香気成分組成
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れ」は脂肪酸誘導体の 1- オクテン -3-
オールを適度に含有することで独特
の芳香を実現しており（Kishimoto et 

al. 2025），日本を代表する新品種の
品評会においてフレグランス特別賞を
受賞している（ジャパンフラワーセレ
クション 2024-2025）。

このように，ポットカーネの香りは
多様であり，その遺伝的背景も多様で
あると推定される。ポットカーネに特
有のイソオイゲノール系は甘いバニラ
様の香りとして好まれる傾向にあるこ
とから（岸本ら 2015），切り花カー
ネに新しい香りを導入する育種素材と
しても魅力的である。

3-2. 香りの変化

切り花カーネでは収穫して切り花

にすると香気成分の発散量が急速に
減 少 し， 収 穫 2 ～ 6 日 後 に は 香 り
が失われてしまう（Kishimoto and 
Shibuya 2021）。ポットカーネでは
どうだろうか。図 -6 は「ひなあられ」
の開花から 2 週間の花姿，香りの発
散量，および香りの組成の変化を示
したものである。カーネーションの花
の老化の指標となる外観の変化にイ
ンローリングがある（Woodson and 
Lawton, 1988）。 図 -6-A の 14 日 後
の写真のように花弁が反り返って内側
に巻く症状である。この写真のように

「ひなあられ」では開花から約 2 週間
でインローリングが花弁全体に広が
り，花の観賞価値が損なわれた。

香りの発散量は開花当日から 2 日
後まで増加し，2 日後以降から 14 日

後まで安定した量を保ち続けた（図
-6）。香りの組成比に着目すると，開
花 2 日後から 12 日後迄は，イソオイ
ゲノールが最も高い発散量を示し，芳
香化合物が全体の半分以上を占めた。
12 日後以降はセスキテルペンである
β - カリオフィレンの割合が増加し始
め，14 日後にはイソオイゲノールを
抜いて首位となり，芳香族化合物とテ
ルペノイドの割合が同程度となった。

「ひなあられ」では，花の観賞価値
が損なわれるまでの間，香りの発散量
が保持されることが分かった。他の
ポットカーネ品種でも確認する必要が
あるが，この結果は，切り花で認めら
れる急速な香りの消失，すなわち老化
現象よりも早くおこる発散香気成分の
減少が，ポットカーネにはないことを

図 -6　品種「ひなあられ」の花姿，香りの発散量，および香気成分組成の経日変化
異なるアルファベットは有意差があることを示す（Tukey’s test, P  < 0.05, n = 3）。（Kishimoto et al.  2025 をもとに作成）
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示した。一方，香りの組成は花の老
化とともに変化した。この原因はβ -
カリオフィレンの割合の増加による
ものであったが，カーネーションに
おいては，本テルペノイドがインロー
リング発生時に増加することが知ら
れている（Kishimoto and Shibuya 
2021, Leng et al. 2025）。 従 っ て，
インローリングが認められる状態に
おいても高い発散量が維持される
ポットカーネ品種では，開花ステー
ジの末期にβ - カリオフィレンの増
加によって香りの質が変化する可能
性がある。しかし，筆者の個人的な
感想になるが，「ひなあられ」の香り
の質の変化についてはよく分からな
かった。これはβ - カリオフィレンの
嗅覚閾値がオイゲノール類や 1- オク
テン -3- オールよりも高く（Burdock 
2010），香りが弱く感じられたこと
が理由の一つかもしれない。

「ひなあられ」の香りの調査では
もう一つの発見があった。香りの発
散に日周性が認められたのである

（Kishimoto et al. 2025）。 日周性と
は 1 日（約 24 時間）を周期として繰
り返されるリズムのことで，花の香り
においてはよく見られる現象である

（Matile and Altenburger 1988）。 例
えば，ペチュニア（Petunia x hybrida 

‘Mitchell’）の花は夜間に香りが強
くなり，キンギョソウ（Antirrhinum 

majus ‘Maryland True Pink’）の花は
日中に香りが強くなることが知られて
いる（Kolosova et al. 2001）。これは，
香りの発散を訪花昆虫の活動時間に限

定することにより，香り生産に伴う生
体分子やエネルギー消費の無駄を軽減
していると考えられている。

ポットカーネの出荷時期である 5 月
の関東の日の出と日の入りにあわせて
明期と暗期を繰り返した人工気象器の
中で「ひなあられ」を維持し，明期（午
前 9 時に相当）と暗期（午後 7 時に相
当）の発散量を比較した（図 -7）。そ
の結果，「ひなあられ」の香りの総発
散量は，明期から暗期にかけて増加し，
暗期から明期にかけて減少するパター
ンが繰り返されていた。個々の主要香
気成分の発散量に着目すると，芳香族
化合物のイソオイゲノールとセスキテ
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-3- オールもイソオイゲノールやβ -
カリオフィレンとは異なるリズムを有
しており，午前 9 時と午後 7 時の調
査ではそのリズムが上手く検出できな
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4.香りを付加価値とした販売
の取組み

一般消費者を対象にした花の香りの
アンケート調査から，カーネーション
は「香り」のニーズが最も高い花のひ
とつであることが示唆されている（岸
本 2012）。そこで，福島県の生産地域
と協力して香りを訴求したポットカー
ネ 4 品種「ドゥルカル」，「バンビーノ」，

「マジカルチュチュパープルアロマ」，
および「シャンテリー」の試験販売を
2015 年から 2 年間実施し，述べ 2 万
鉢を出荷した。この試験の目的は，香
りを訴求することによりカーネーショ
ンの高付加価値化が実現できるかどう
か，すなわち卸売価格の向上により，
ポットカーネ生産者の利益増が見込め
るかどうかをみるためであった。

香りを訴求するにあたり，香りの描
写が議論された。イソオイゲノール系
の 2 品種は，アンケート調査結果（表
-1）を踏まえて「バニラフレグラン
ス」とネーミングした。オイゲノール
系の「ドゥルカル」は，オイゲノール
の香調と世間一般の認識のギャップを
考慮して，スパイシー以外のネーミン
グが模索された。そしてオイゲノール
系は，欧州では古くから香水などに利
用され，カーネーションの中において
は伝統的，あるいは正統派ともいうべ
き香りであるという背景から「クラッ
シックフレグランス」とネーミングし
た。品種「シャンテリー」は，花らし
い甘い香りとの評価が多かったことか
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ら「フローラルフレグランス」とした
（表 -1）。この取り組みでは，香りを
表現する難しさを改めて痛感した。

香りを訴求したポットカーネの卸売
価格は，香りを訴求しなかった同地域
のポットカーネと比較して約 10％増
加した（岸本 2018）。また小売店では，
他のポットカーネより高値で販売され
た。アンケート調査ではオイゲノー
ル系の香りは比較的好まれない香り
であったが（岸本 2015），小売店へ
の聞き取り調査では他の香りと比較し
て売れ行きが悪いという報告はなかっ
た。また同調査から，「バニラの香り」

という分かりやすい表現で消費者に付
加価値を示すことができことを評価す
る意見が多かった。また要望としては，
香りの種類や香るカーネーションの花
色のバラエティーを増やして欲しいと
いうものが多かった。このように，試
験販売では「香り」を付加価値として
訴求することにより，花卉生産者と販
売者の両方の利益が向上することが示
唆された。

この内，イソオイゲノール系のポッ
トカーネは，バニラの香りのカーネー
ションとして市場に定着したように見
受けられる。一方で流行の指標になる

と考えられる大手コンビニ，量販店，
あるいは百貨店の「母の日」のギフト
カタログでイソオイゲノール系のポッ
トカーネが取り扱われた時期は 2019
年頃までであった。従って，「香り」
を訴求したポットカーネの販売におい
ては，常に新しい芳香性品種を導入し
続けることで，消費者を飽きさせない
工夫が必要かもしれない。また，香り
を訴求したポットカーネ販売は，日本
独自の取組として海外にも紹介されて
いる（Ichimura et al. 2025）。

図 -7　品種「ひなあられ」の香りの総発散量と各香気成分の発散量の経日変化
明，明期（午前 9:00 に相当）。暗，暗期（午後 7:00 に相当）。異なるアルファベットは有意差があることを示す

 （One-way ANOVA with Tukey’s test, P  < 0.05, n = 3）。（Kishimoto et al . 2025 より転載）
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5. まとめ

ポットカーネの香りは，芳香族化合
物だけでなく，テルペノイドや脂肪酸
誘導体の割合が多い香りも存在し，切
り花カーネより多様である。オイゲ
ノール系の香りは「スパイシー」に分
類されるが，一般的には「甘い・青臭
い香り」として認識されるようである。
ポットカーネ特有のイソオイゲノール
系は，「甘いバニラ様の香り」として
認識され，切り花カーネの芳香性育種
素材としても魅力的な存在である。ま
た，ポットカーネの特徴として，鉢全
体の花数が少なくても 1 つの花の香
りの発散量が高ければ，香る花として
評価される傾向がある。近年では，香
りの組成の変化や日周性など，香りの
特徴を示す新たな知見も得られてきて
いる。

ポットカーネの試験販売では，香り
の訴求による価格の向上が示された。
また，この試験に関係した実需者から
は，香りの種類を増やす要望があった
ことから，品種開発の評価軸の一つに

「香り」を導入することを種苗会社に
は提案したい。

最後に，紹介した調査や取り組みに
は種苗会社，花卉生産者，及び市場の
多くの方々に多大なご協力をいただい
た。特に故人である矢祭園芸の金澤大

樹氏の貢献によるところが大きい。こ
こに改めて感謝の意を表ずる。
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ら「フローラルフレグランス」とした
（表 -1）。この取り組みでは，香りを
表現する難しさを改めて痛感した。

香りを訴求したポットカーネの卸売
価格は，香りを訴求しなかった同地域
のポットカーネと比較して約 10％増
加した（岸本 2018）。また小売店では，
他のポットカーネより高値で販売され
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